
2526  ［やく］  March 2019［やく］  March 2019

郡
大
山
崎
町
に
至
る
京
都
縦
貫
自
動
車

道
が
全
線
開
通
し
、
名
神
高
速
と
つ
な

が
っ
た
こ
と
。
こ
れ
に
よ
り
京
都
市
内

か
ら
２
時
間
以
内
で
府
内
の
各
地
域
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
京
都

市
内
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
。「
交
通
網
の
発
達
を
チ

ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
観
光
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
」
と
、
今
井
さ
ん
は
事
業

発
足
の
経
緯
を
語
る
。

　

京
都
府
全
体
の
観
光
消
費
額
の
95
％
、

外
国
人
宿
泊
数
に
至
っ
て
は
98
％
が
京

都
市
内
に
集
中
し
て
い
る
（
17
年
京
都

府
調
べ
）。
観
光
客
に
京
都
市
外
ま
で

足
を
延
ば
し
て
も
ら
う
に
は
魅
力
的
な

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
が
欠
か
せ
な
い
。

　
「
各
地
域
を
代
表
す
る
テ
ー
マ
で
ブ

ラ
ン
ド
化
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
誘
客
、

送
客
し
て
儲
か
る
し
く
み
を
つ
く
り
、

地
域
に
雇
用
が
生
ま
れ
た
り
新
た
な
産

業
が
生
ま
れ
た
り
す
る
よ
う
な
地
域
づ
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観
光
地
経
営
の
プ
ロ
組
織

独
自
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

　

年
間
観
光
客
数
５
千
万
人
以
上
を
誇

る
京
都
市
内
の
観
光
客
を
広
く
府
域
に

回
遊
さ
せ
よ
う
と
「
も
う
ひ
と
つ
の
京

都
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
る
。

展
開
エ
リ
ア
は
京
都
府
北
部
、
中
部
、

南
部
と
乙お

と
く
に訓
の
四
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
か
し
、「
海
の
京

都
」「
森
の
京
都
」「
お
茶
の
京
都
」「
竹

の
里
・
乙
訓
」
と
い
う
特
徴
あ
る
テ
ー

マ
で
観
光
客
誘
致
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

背
景
に
は
、
府
域
で
進
む
人
口
減
少

の
問
題
が
あ
る
。
少
子
高
齢
化
に
加
え
、

若
年
労
働
者
の
人
口
流
出
は
日
本
の
地

域
に
共
通
し
た
厳
し
い
現
実
だ
。
京
都

府
は
こ
の
問
題
に
立
ち
向
か
う
方
策
と

し
て
観
光
に
着
目
し
た
。
追
い
風
と
な

っ
た
の
が
、
15
年
に
宮
津
市
か
ら
乙
訓

世界的な観光都市・京都市を域内に持つ京都府が、

京都市外に観光客を呼び込む「もうひとつの京都」事業を推進している。

地域の魅力的な観光コンテンツを発掘し、近年増加するインバウンド（訪日外国人観光客）を誘致して、

雇用創出や人口定着につなげようとする地域づくりの一環でもある。

その取り組みについて、京都府企画調整理事の今井真二さんに聞いた。

く
り
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
地

域
の
ア
ピ
ー
ル
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
も

必
要
だ
。
全
体
で
地
域
の
魅
力
を
磨
き

上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
取
り
組
み
の
肝

と
考
え
て
い
る
」
と
今
井
さ
ん
は
強
調

す
る
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と「
民
」主
導

　

観
光
地
域
づ
く
り
は
10
年
、
20
年
と

時
間
が
か
か
る
。
長
期
的
な
視
点
で
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
京
都

府
は
民
間
と
協
働
し
、
戦
略
の
調
整
や

し
く
み
づ
く
り
を
行
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ＊

を
組
織

し
た
。
ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ
ル
ル
な
ど
海
外

京都府域の観光客拡大へ
「もうひとつの京都」プロジェクト
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し
た
。
ま
た
、
京
都
丹
後
鉄
道
が
観
光

客
向
け
の
周
遊
券
を
発
行
し
て
お
り
、

国
内
外
か
ら
観
光
客
が
急
増
。
海
抜

１
３
０
ｍ
の
高
台
に
あ
る
ビ
ュ
ー
ス
ポ

ッ
ト
傘
松
公
園
へ
昇
る
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

は
、
休
日
に
は
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
だ
。

居
酒
屋
や
喫
茶
店
、
宿
泊
施
設
な
ど
の

新
た
な
投
資
も
増
え
て
い
る
。

　

舟
屋
で
有
名
な
隣
の
伊
根
町
で
は
、

公
設
民
営
方
式
に
よ
る
カ
フ
ェ
レ
ス
ト

ラ
ン
「
舟
屋
日
和
」
を
整
備
。
宿
泊
と

食
事
を
分
離
す
る
ス
タ
イ
ル
の
観
光
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
舟
屋
の
民

宿
も
増
え
て
お
り
、
観
光
客
の
増
加
に

よ
っ
て
民
間
投
資
が
出
始
め
て
い
る
。

　

中
部
の
「
森
の
京
都
」
で
は
、
豊
か

で
は
既
に
実
績
が
あ
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
観
光
商
品
づ
く
り
な
ど
観
光
地

経
営
の
主
体
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

そ
の
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
観
光
庁
に
よ
り

「
地
域
の
多
様
な
関
係
者
を
巻
き
込
み

つ
つ
、
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
入

れ
た
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
舵
取
り

役
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。「
も
う
ひ

と
つ
の
京
都
」の
場
合
、「
海
」「
森
」「
お

茶
」
の
各
エ
リ
ア
で
、
京
都
府
と
市
町

村
が
半
分
ず
つ
人
材
と
資
金
を
出
し
合

っ
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
設
立
し
、
民
間
を
巻
き

込
む
地
域
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と

な
森
林
資
源
を
活
用
し
、
ゆ
っ
た
り
と

過
ご
せ
る
滞
在
地
域
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

事
業
を
推
進
。
国
定
公
園
の
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
や
地
域
の
材
木
を
使
っ
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
整
備
し

た
。
美
山
を
中
心
に
農
家
民
宿
の
ほ
か
、

茅
葺
民
家
を
カ
フ
ェ
や
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ

に
改
装
し
た
り
、
一
棟
貸
し
を
す
る
な

ど
、
新
た
な
動
き
が
出
て
い
る
。
京
丹

波
町
で
は
ホ
テ
ル
の
建
設
計
画
も
進
ん

で
い
る
。

　

南
部
の
「
お
茶
の
京
都
」
は
、「
お

茶
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
観
光
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。
日
本
遺
産
に
も
指

定
さ
れ
た
美
し
い
茶
畑
景
観
巡
り
や
、

お
茶
摘
み
体
験
は
外
国
人
観
光
客
に
も

人
気
だ
。
南
山
城
村
に
は
、「
お
茶
の

京
都
」
を
冠
し
た
道
の
駅
が
整
備
さ
れ
、

宇
治
抹
茶
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
は
じ

め
と
し
た
特
産
品
づ
く
り
も
進
ん
で
い

る
。
他
に
も
ダ
ム
の
特
別
見
学
ツ
ア
ー

や
宇
治
茶
の
イ
ベ
ン
ト
列
車
運
行
な
ど
、

新
た
な
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　

一
方
、「
竹
の
里
・
乙
訓
」
は
京
都

市
に
隣
接
し
、
神
社
仏
閣
な
ど
の
文
化

財
も
多
い
。
竹
林
の
イ
メ
ー
ジ
を
活
用

し
た
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
る
。

ハ
ー
ド  ・  

ソ
フ
ト
の
充
実
へ

　

20
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
21
年
の
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ

ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
関
西
、
25
年

の
大
阪・関
西
万
博
な
ど
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ

ン
ト
は
、「
も
う
ひ
と
つ
の
京
都
」を
世

界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
だ
。

　
「
観
光
産
業
の
成
長
に
向
け
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
う
ま
く
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
ん
で
い
く
た
め

の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
て
い
く
。
農

山
漁
村
で
の
民
泊
、
空
き
家
の
活
用
だ

け
で
な
く
、
今
あ
る
施
設
に
付
加
価
値

を
つ
け
て
富
裕
層
に
来
て
も
ら
え
る
し

く
み
づ
く
り
が
必
要
だ
。
ま
た
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
、
Wi-

Fi
の
整
備
、
地
域

周
遊
の
た
め
の
路
線
バ
ス
や
高
速
バ
ス

の
利
用
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
、

今
井
さ
ん
は
今
後
の
計
画
を
語
る
。

　

こ
れ
ら
を
実
行
す
る
の
は
人
。
観
光

地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
は
育
っ
て
き

て
い
る
が
、
北
部
を
中
心
に
人
材
は
ま

だ
ま
だ
不
足
し
て
お
り
、
外
国
人
労
働

者
の
受
け
入
れ
も
視
野
に
、
地
域
全
体

で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
と
い
う
。
観
光
都
市
・
京
都
市
と
は

違
う
顔
を
持
つ
「
も
う
ひ
と
つ
の
京

都
」。
地
域
の
底
力
が
問
わ
れ
る
の
は

こ
れ
か
ら
だ
。

し
て
体
験
型
旅
行
商
品
な
ど
の
開
発
や

海
外
か
ら
の
集
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
将
来
は
い
ろ
い
ろ

な
事
業
を
手
掛
け
、
地
域
が
自
走
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
の
が
目
標
と
い
う
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
周
遊
で
実
績

　

四
つ
の
エ
リ
ア
の
う
ち
、
先
行
し
て

成
果
を
上
げ
て
い
る
の
が
北
部
の
「
海

の
京
都
」。
な
か
で
も
宮
津
市
の
キ
ラ

ー
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
天
橋
立
は
国

生
み
神
話
の
舞
台
で
あ
り
、「
天
地
山

海
に
い
き
づ
く
和
の
源
流
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
い
る
。
天
橋
立
へ
の
観
光

客
誘
致
を
目
標
に
、
天
橋
立
駅
と
駅
前

を
整
備
し
歩
道
を
広
げ
て
歩
き
や
す
く

伊根湾を囲むように立ち並ぶ舟屋

国内外からの観光客向けの周遊券を発行している京都丹後鉄道。写真は下天津駅

美山川上流での沢登り
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